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て
サ
ー
ク
ル
や
当
事
者
が
集
ま
っ

て
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な

の
力
を
結
集
さ
せ
た
一
冊
で
す
。

　

今
回
の
ま
ん
ま
る
の
座
談
会
で

は
、
参
加
者
が
①
子
ど
も
の
成

長
・
発
達
が
気
に
な
る
②
子
育
て

期　

働
く
？
働
か
な
い
？
③
マ
マ

と
子
の
「
心
」
と
「
体
」
の
健
康

と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ

て
、
今
の
悩
み
や
体
験
談
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
若
い
マ
マ
が
多
く

集
ま
っ
た
「
子
育
て
期　

働
く
？

働
か
な
い
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
仕

事
の
仕
方
に
悩
ん
で
い
る
若
い
マ

マ
が
「
働
き
た
い
け
ど
子
ど
も
の

た
め
に
家
に
い
た
い
と
葛
藤
し
て

い
る
」
と
話
し
、
先
輩
マ
マ
が
「
ラ

イ
タ
ー
を
し
な
が
ら
子
育
て
も
し

て
い
る
」
と
体
験
を
紹
介
す
る
な

ど
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が
印
象

的
で
し
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
で
は
定
期
的
に
子
育

て
中
の
マ
マ
を
対
象
に
交
流
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
応
援

団
一
覧
ブ
ッ
ク
は
市
内
の
公
共
施

設
ま
た
は
当
セ
ン
タ
ー
で
。（
北
村
）

　

８
月
の
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
カ
フ
ェ
ま
ん
ま
る
」
は
、
マ
マ

の
た
め
の
マ
マ
に
よ
る
子
育
て
応

援
座
談
会
と
し
て
「
な
が
の
子
育

て
ネ
ッ
ト
」
が
企
画
。
２
０
１
５

年
版
の
「
子
育
て
応
援
団
一
覧

ブ
ッ
ク
」
の
お
披
露
目
会
を
か
ね

て
行
い
ま
し
た
。
子
育
て
中
の
若

い
マ
マ
を
中
心
に
約
30
人
が
集
ま

り
、
そ
の
反
響
の
大
き
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

な
が
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
は
長
野

市
を
中
心
に
子
育
て
・
子
育
ち
に

関
わ
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
・

個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
現

在
30
団
体
、
42
人
が
会
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
誕
生
は
、

と
て
も
嬉
し
く
て
、
幸
せ
な
こ
と

で
す
。
反
面
、
何
事
も
初
め
て

で
、
不
安
や
悩
み
が
つ
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
悩
み
多
き
若
い
マ
マ

た
ち
の
妊
娠
中
か
ら
子
ど
も
が
成

人
す
る
ま
で
の
子
育
て
を
応
援
し

た
い
と
、
な
が
の
子
育
て
ネ
ッ
ト

は
「
子
育
て
応
援
団
一
覧
ブ
ッ
ク
」

を
発
行
。
１
年
に
わ
た
っ
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
子
育

子連れママや先輩ママたちが交流

マ
マ
の
た
め
の
マ
マ
に
よ
る

子
育
て
応
援
座
談
会

特集

若者の活躍 ママたちの思いで紙がいっぱいに

グループに分かれて意見交換
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キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

若者の活躍

ど
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
若
者
か
ら
は
、「
う
っ

す
ら
だ
が
職
場
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が

湧
い
て
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
経
営

者
か
ら
は
「
学
生
の
仕
事
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
漠
然
と
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
の
声
。
両

者
の
「
働
く
こ
と
」
へ
の
意
識
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
が
の
協
働
ね
っ
と
は
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
、
今
後
も
同
様
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
年
内
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　

就
職
活
動
の
時
期
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
高
校
生
か
ら
30
歳
ま
で
の
若

者
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
当
セ
ン
タ
ー
ま

で
。
（
本
沢
）

　

近
年
、
若
者
の
離
職
率
の
高
さ

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
省
の
デ
ー
タ
で
は
過
去
３
年

間
で
約
３
割
も
の
大
卒
新
入
社
員

が
退
職
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
を
つ
と

め
る
「
な
が
の
協
働
ね
っ
と
」
で

は
、
離
職
率
を
下
げ
、
地
域
で
多

く
の
若
者
に
働
い
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
若

者
と
中
小
企
業
経
営
者
が
交
流
す

る
機
会
を
設
け
、
互
い
に
考
え
る

「
働
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
の

違
い
に
気
付
い
て
も
ら
う
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。

　

第
１
回
目
の
交
流
会
と
し
て
、

「
働
く
こ
と
に
つ
い
て
本
音
で
語

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
６
月
26

日
に
市
内
で
開
催
。
企
業
の
採
用

と
は
一
切
関
係
の
無
い
場
と
し
て

開
き
、
高
校
生
か
ら
大
学
生
ま
で

の
若
者
と
市
内
の
中
小
企
業
経
営

者
計
18
人
が
参
加
。
小
グ
ル
ー
ブ

に
別
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
「
働
く
上
で
一
番
大
事
な
こ

と
」
、
「
将
来
の
あ
り
た
い
姿
」
な

日
に
信
大
国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で

す
。TED

x

（
テ
デ
ッ
ク
ス
）
と

は
米
国
発
祥
で
、
社
会
に
有
効
な

ア
イ
デ
ア
を
世
界
に
広
め
る
こ
と

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
広
報
担
当
の
ケ
ル
ビ
ン
さ

ん
と
日
本
の
大
学
生
ら
が
「
信
州

の
人
材
を
発
掘
し
て
世
界
へ
発
信

し
た
い
」
と
述
べ
、
参
加
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

若
者
た
ち
の
熱
意
あ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
参
加
し
た
大

人
は
大
変
興
味
を
持
っ
て
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
若
者
た
ち
の
市
民
活
動

に
ぜ
ひ
注
目
と
協
力
を
！
（
寺
澤
）

に
！
」
と
、
学
生
か
ら
元
気
で
視

野
の
広
い
意
見
が
出
さ
れ
る
と
、

社
会
人
か
ら
拍
手
が
湧
き
ま
し

た
。

　

後
半
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
高
校
生
８
名
ほ
ど
で
作
る

「Youth

　

Ship

（
ユ
ー
ス
・
シ
ッ

プ
）
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
７
月
26

日
に
市
内
で
開
催
し
た
「
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
ぶ
っ
ち
ゃ
け
」
の
様

子
や
、
そ
の
開
催
を
通
し
て
自
分

が
得
た
こ
と
を
発
表
。

　

ま
た
信
大
生
は
、
ネ
パ
ー
ル
出

身
の
サ
ン
ト
ス
さ
ん
ら
留
学
生
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る

「TED
xShinshuU

niversity

」

に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
11
月
７

　

毎
月
第
１
金
曜
日
に
開
催
す
る

Ｓ
Ｃ
Ｃ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
サ
ー
ク
ル
）
の
８
月

交
流
会
は
、夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
。

テ
ー
マ
は
「
長
野
の
未
来
像
を
語

ろ
う
！
」
と
し
、
中
高
大
生
10
人

と
社
会
人
20
人
が
集
ま
り
交
流
し

ま
し
た
。

　

前
半
の
自
己
紹
介
で
、
長
野
の

未
来
像
に
つ
い
て
「
若
者
の
チ
カ

ラ
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
「
グ

ロ
ー
バ
ル
に
認
知
さ
れ
る
場
所

　

交
流
企
画
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
フ
ェ
ま

ん
ま
る
」
「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
」
で
は
、
こ

の
夏
は
特
に
若
い
世
代
が
多
く
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
当
セ
ン
タ
ー

が
事
務
局
を
担
う
「
な
が
の
協
働

ね
っ
と
」
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
も
、

学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

テーマについて話し合い、
意見を可視化しました。

全員が長野の未来像について発表

ケルビンさんがTEDxについて説明

若
者
と
企
業
経
営
者
が
交
流

特集

若
者
の
活
躍

若
い
力
で
未
来
を
築
く

Ｓ
Ｃ
Ｃ
で
学
生
が
自
主

的
に
行
う
社
会
活
動
を

プ
レ
ゼ
ン
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若者の活躍

ま
り
、
会
場
案
内
、
街
な
か
で

の
集
客
活
動
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
旬
ち
ゃ
ん
の
ア
シ
ス
ト

等
々
、
積
極
的
な
行
動
が
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
「
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
」
「
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」
「
い
ろ
い

ろ
な
人
と
つ
な
が
れ
て
嬉
し
か
っ

た
」…
。
大
人
と
共
に
頑
張
っ

た
こ
と
が
、
達
成
感
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
飯
島
美
香
さ
ん
は
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
た
ち
に
は
心
か
ら
感

謝
。
活
躍
の
場
と
な
れ
て
良
か
っ

た
。
今
後
は
事
前
準
備
の
段
階
か

ら
関
わ
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
機
会

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
に
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。
（
廣
田
）

　

な
が
の
協
働
ね
っ
と
〝
信
州

発
！
一
杯
の
味
噌
汁
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〞の
主
催
イ
ベ
ン
ト
「
み
そ
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
５ 

in
長
野
」
が
７

月
25
日
ト
イ
ー
ゴ
で
開
催
さ
れ
、

約
80
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
生
か
し
て
大
活

躍
し
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
野
菜

ソ
ム
リ
エ
の
小
学
生
た
ち

は
、
溶
か
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
野
菜
に
付
け
て
食
べ

る
『
チ
ョ
コ
ベ
ジ
体
験
』
を

担
当
。
自
ら
積
極
的
に
声
が

け
を
し
な
が
ら
、
野
菜
の

お
い
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

『
冷
汁
＆
お
に
ぎ
り
の
振
舞

い
』
を
担
当
し
た
ち
ょ
う
ま

の
会
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
手
際
良
く
約
２
５
０
食
を

15
分
程
で
配
布
。
「
評
判
が
よ
く
、

配
っ
て
い
て
気
持
ち
が
良
か
っ

た
」
と
、
冷
や
汁
の
人
気
ぶ
り
に

満
足
を
得
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
今
回
、
イ
ベ
ン
ト
運
営

全
般
を
支
え
た
の
は
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
会
場
設
営
に
始

2015 年 10 月～ 12 月 市民協働サポートセンター　　　　　スケジュール

長野商業高等学校テニス部の皆さん

信州発！一杯の味噌汁プロジェクト
みそフェスタ２０１５in長野

ボランティアが大活躍！

タイトル 日時 会場 内容

ＮＰＯ初歩講座
「きほんのき」

10月 28日㈬ 13:30 ～ 16:00
11 月 25日㈬ 13:30 ～ 16:00
12 月 9日㈬ 18:30 ～ 21:00

市民協働
サポートセンター

「ＮＰＯってなぁに？」この講座ではそんな疑問にお応えし
ていきます。法人を設立したいという人もまずはこの講座から
始めましょう。毎回ゲストに、市内NPO法人を招いて生の
声をお聞きします。

ＮＰＯステップアップ講座
資金調達のいろは

10月 22日㈭ 15:00 ～ 17:30
もんぜんぷら座

301会議室

ＮＰＯの多様な活動資金の特徴や、自団体に適した財源とそ
の調達方法を学びます。市内ＮＰＯの事例を紹介し、わかり
やすく解説します！

ステップアップ講座
ＮＰＯ会計のいろは

11 月 26 日㈭
① 13:30 ～ 16:00
② 18:30 ～ 21:00

もんぜんぷら座
304会議室

これだけは知っておきたい会計のいろはについて解説。なが
のまちづくり活動支援事業補助金の会計処理に際しての注意
点を確認していきます。講師／長野市地域活動支援課

ステップアップ講座
助成金活用のいろは

12 月 8 日㈫ 13:30 ～ 16:00
もんぜんぷら座

302会議室
県や市の助成金の募集も間近に控え、実践的な知識・方法を
習得します。

SCC
ソーシャル・コミュニティサークル

10 月 2 日㈮、11 月 6 日㈮、
12 月 4 日㈮
13:00 ～ 15:00

もんぜんぷら座会議室
10/2(301)
11/6･12/4(304)

フリーランス・専門家・企業家・NPOなど働く世代の交流会。
毎回テーマを変えてプレゼンもあります。詳細はFacebook
「NPOカフェまんまる」で。

新！元祖

新しいコミュニティを生み
出す “八百屋ダイニング ”
～人と人とをつなぐキーポイントとは？～

10 月 20日㈫ 13:30 ～ 15:30
市民協働
サポートセンター

食と農の座談会シリーズ第三弾！企画は Farmers kitchen 
ＧＯＮＤＯ店主の 君島 登茂樹 さん。人と人とをつなぐキー
ポイントを探ります。

ながの子育て談話会
～子育てしやすい環境とは？～

11 月 17日㈫ 13:30 ～ 15:00
市民協働
サポートセンター

ディスカッションを通して、子育てしやすい環境のあり方を
模索していきましょう。企画団体／信州子育てみらいネット・
ちいきの保育園みらいく&Mam's Style 実行委員会

安心して暮らしていくため
の “防災ＭＡＰ ”
～みんなでアイディアを

出し合おう！～

12 月 6 日㈰ 10:30 ～ 12:30
もんぜんぷら座

304会議室

ＮＰＯ法人による調査報告をもとに、安心して暮らしていく
ための防災ＭＡＰについて考えていきます。企画団体／ＮＰ
Ｏ法人ｅｃｏｌｏｇｙ＆ｅｃｏ̶ｌｉｖｅｓ

まちむら交流会③麦蒔きとうどん打ち体験 10 月 27 日㈫ 9:00 ～ 14:00 中条・村の駅つくし
麦蒔きと、７月に収穫した小麦粉を使ったうどん打ち体験。
昼食交流会も行います。

まちむら交流会④野沢菜収穫体験 11 月 24 日㈫ 9:00 ～ 14:00 中条・村の駅つくし 野沢菜の収穫とコンニャク作りを体験します。

「ながの協働ねっと」主催&共催　イベントのご案内

ながの協働ねっと「お月見交流会」 10月 21日㈬ 18:30 ～ 21:00
まちの円居　食の団欒
丸十(篠ノ井駅前通り)

NPOを中心とした夜の食事会。楽しく交流してNPO同士
の関係づくりをします。年３回企画。定員15名、参加料実
費。申し込みは当センターまで。14日申し込み締切。

NPO同士の交流会「TALK&TALK」 11 月 27日㈮ 13:30 ～ 15:30
長野市権堂
イーストプラザ
市民交流センター

NPOスタッフや理事、市民の交流会です。活動発表 :NPO
法人長野門前創造会議、NPO法人松代のまちと心を育てる
会、NPO法人こども忍者スクールながの忍法武術会。申し
込みは市民交流センター（☎234-3906）

ソーシャルビジネス勉強会
「エイリアンミーツ」　全5回

10 月 28 日㈬、11 月 17 日㈫
18:00 ～ 21:00
※来年 1/26、2/23、4/5 にも予定

もんぜんぷら座
304会議室

長野県中小企業家同友会とNPOのコラボ企画。毎回グルー
プに分かれてソーシャルビジネスの発案者と一緒に事業を組
み立てるワークショップ。各回 1000円（軽食と資料代）
を予定。申し込みは当センターまで。
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Pick up! NPO!

き
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
１
０
０

人
以
上
が
学
生
登
録
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

ま
た
長
野
と
金
沢
の
交
流
を
目

的
と
し
た
交
流
企
画
と
し
て
８
月

に
は
両
市
で
活
躍
す
る
女
性
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
「
新
小
路

ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
多
く
の
女

性
が
集
ま
り
ま
し
た
。
「
将
来
は

金
沢
・
富
山
・
福
井
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
協
働
し
て
人
の
循
環
交
流
企
画

を
。
東
京
で
も
情
報
発
信
し
た
い
」

と
今
後
の
活
動
が
楽
し
み
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
門
前
創
造
会
議　

☎
０
２
６
―
２
１
７
―
０
５
５
５

民
家
、
蔵
な
ど
の
古
い
建
物
を
改

築
・
改
装
し
た
カ
フ
ェ
、
オ
フ
ィ

ス
な
ど
を
両
市
で
24
施
設
ず
つ
紹

介
し
て
い
ま
す
。
「
御
開
帳
も
あ

り
反
響
が
大
き
か
っ
た
」
と
寺
久

保
さ
ん
。

　

今
年
度
は
門
前
を
キ
ャ
ン
パ
ス

に
例
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

専
門
家
の
話
を
聞
く
「
長
野
門
前

大
学
」
を
開
講
。
ウ
イ
ス
キ
ー
学
、

シ
ル
ク
学
、
座
禅
ヨ
ガ
学
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
学
な
ど
を
テ
ー
マ
に

開
催
。
２
０
０
円
で
学
生
証
が
も

ら
え
、
受
講
料
が
通
常
の
と
こ
ろ

一
般
５
０
０
円
か
ら
１
０
０
円
引

ハ
ウ
ス
、
ア
ト
リ
エ
、
ホ
ー
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
、
新
幹
線
開
通
を
前

に
金
沢
市
の
友
人
た
ち
を
誘
っ
て

ま
ち
歩
き
を
企
画
。
「
長
野
の
独

特
の
門
前
の
風
景
や
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
物
件
な
ど
を
面
白

が
っ
て
く
れ
た
」
と
寺
久
保
さ
ん
。

「
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
門
前
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
ま
ち
歩
き

情
報
冊
子
「
ま
ち
る
ん
」
を
、

１
万
５
千
部
発
行
。 

問
屋
や
古

　

「
門
前
に
来
て
、

知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
で
き
れ
ば
仕
事

を
し
て
欲
し
い
」
。

理
事
長
の
寺
久
保
尚

哉
さ
ん
は
、
建
物
の

再
生
な
ど
を
手
が
け

る
会
社
を
経
営
し
て

お
り
、
門
前
の
新
小

路
の
古
い
ビ
ル
を
カ

フ
ェ
、
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
、
シ
ェ
ア

日
本
の
不
登
校
の
現
状
や
子
ど
も

へ
の
理
解
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
や

経
験
に
基
づ
き
解
説
し
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
は
現
在
、毎
週
火
・

水
・
金
の
午
後
、
長
野
市
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち

に
居
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
親
の
相
談
や
、
親
同
士
の
交

流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
（
登
校
拒
否
を
考

え
る
親
と
子
の
会
）

☎
０
２
６
―
２
７
８
―
７
２
２
３

（
松
田
）

や
、
生
き
方
、
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
で

の
思
い
出
な
ど
を
発
表
。
10
代
の

男
の
子
は
「
少
な
く
と
も
こ
こ
で

は
不
登
校
を
責
め
る
人
は
誰
も
い

な
い
。
活
動
の
中
で
、
自
分
で
計

画
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
」

と
話
し
、
代
表
の
松
田
さ
ん
は

「
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も

帰
っ
て
来
ら
れ
る
い
わ
ば
〝
大
家

族
〞。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
涙
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
相
談
室
「
モ
モ
の
部

屋
」
主
宰
の
内
田
良
子
さ
ん
を
東

京
都
よ
り
迎
え
た
講
演
会
で
は
、

引
き
こ
も
り
を
経
験
し
た
若
者
の

発
言
で
す
。

　

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
は
代
表
の
松
田

恵
子
さ
ん
が
自
身
の
子
ど
も
の
不

登
校
を
き
っ
か
け
に
１
９
９
０
年

に
仲
間
５
人
と
発
足
。
長
年
に

渡
っ
て
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち

や
、
そ
の
母
親
た
ち
の
居
場
所
と

し
て
、
互
い
に
寄
り
添
い
合
う
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
日
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は

１
３
０
人
の
市
民
が
集
ま
り
ま
し

た
。
10
代
か
ら
30
代
の
メ
ン
バ
ー

５
人
が
登
壇
し
、
不
登
校
の
経
験

「
〝
ぼ
く
ら
は
ひ
と
り

じ
ゃ
な
い
〞
。
こ
の

言
葉
通
り
、
ブ
ル
ー

ス
カ
イ
は
、
辛
い
時

仲
間
や
お
母
さ
ん
た

ち
に
支
え
ら
れ
た
場

所
」
と
30
代
の
男
性
。

９
月
５
日
に
市
内
で

開
催
し
た
設
立
25
周

年
の
若
者
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
不
登
校
や

Pick up! NPO!　～パワフルな団体を紹介します～

長野×金沢交流セッション 8/6 シンポジウム「ぼくらはひとりじゃない」9/5

25
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え
続
け
る

門
前
の
ま
ち
の
面
白
さ
を
発
信
し
人
を
つ
な
ぐ

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
（
登
校
拒
否
を
考
え
る
親
と
子
の
会
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
門
前
創
造
会
議


